
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月５日～７日に各クラスで特別の教科 道徳で命の授業「ぼく」の学習を行いました。 

家族がいること，友だちがいること，好きなことがあることなど，日々の生活の中では当たり前

のことで見過ごしがちな「生きている証」を見つけ，自分の命そのものの大切さに気付きました。

また，自分自身の好きなところやすてきなところについても振り返り，生きている喜びを考える時

間となりました。 

ぼくがいたら… 

ぼくがいなかったら… 

見方を変えながら考えました。 

自分のいいところ 

たくさんあるよ！ 


